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Sm2Fe17N3

実験

粒径2-3μm程度のSm2Fe17N3 粉末 約3g

�-�ILL�D20�波⻑2.41A�5時間測定 室温、磁場なし

�-�解析ソフトの制限によりSmの⼩さい磁気モーメントは0とした

粒径20μmの粒⼦1つを使って放射光X線単結晶構造解析済み

�-�強磁性体なので粉末だとキャピラリー内で配向してしまう

�-�今回の中性⼦回折は結果として配向はひどくなかった

結果・解析

-�R-3m(166),�a=8.7A,�c=12.6A

-�Sm-N層とFe層がそれぞれABC積層

-�NdFeB磁⽯に匹敵する性能

-�Smの巨大な熱中性⼦吸収断⾯積

���→�磁気構造解析報告なし

-�窒化量が重要

���→�バルク内部のNの評価なし
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強⼒なモーターに不可⽋

�-�ハイブリッド自動⾞、風⼒発電用タービン

�-�⾼出⼒、省エネ、省スペース

現在の研究の潮流

�-�コスト、供給不安対策

����→�使用量削減、希土類フリー磁⽯

�-�希土類は含むがより強い磁⽯

����→�NdFeB系を超える磁⽯

保磁⼒機構の複雑さ

�-�スケールをまたいだシステムの理解

基礎研究の⽋如

�-�⾜下がおろそかなまま発展

���→�ボトムアップによる性能向上の指導原理

N組成⽐~3

�→�表⾯だけでなくバルク内部も窒化

Nの最近接FeサイトであるFe2の磁気モーメントが⼩さい

⼀⽅Fe3,�Fe4は大きい磁気モーメントを持つ

�→�NによるFeの"Co化"か？
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